
19

能
〈
戀
重
荷
〉
の
再
構
成
・
再
演
出
に
つ
い
て　
　
　

村
上　

湛
（
田
村
良
平
）
＊
日
本
文
化
学
科　

教
授　

平
安
朝
文
学
、
古
典
芸
能

能
〈
戀
重
荷
〉
の
再
構
成
・
再
演
出
に
つ
い
て

村
上　

湛
（
田
村
良
平＊

）

　

観
世
流
シ
テ
方
・
大
槻
文
藏
氏
の
委
嘱
に
よ
り
、
世
阿
弥
作
の
能
〈
戀
重
荷
〉
の

再
構
成
と
再
演
出
を
試
み
た
。
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
一
月
三
十
日
、
大

阪
・
大
槻
能
楽
堂
に
お
い
て
、
同
氏
の
シ
テ
に
よ
り
試
演
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
公
演
の
制
作
経
緯
は
、
演
能
当
日
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
解
説
、
お
よ
び
『
能
楽

タ
イ
ム
ズ
』
平
成
二
十
二
年
三
月
号
「
大
槻
能
楽
堂
〈
戀
重
荷
〉
構
成
・
再
演
出
報

告
」
に
簡
単
に
報
告
し
た
が
、
舞
台
の
実
態
が
判
明
す
る
点
で
最
重
要
な
作
成
能
本

は
、
公
演
会
場
で
の
配
布
プ
リ
ン
ト
以
外
、
公
に
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
。

　

昨
今
、
類
似
の
試
演
は
時
お
り
目
に
す
る
中
、
現
行
演
出
で
は
真
価
が
問
わ
れ
な

い
世
阿
弥
の
傑
作
で
も
あ
り
、
現
代
を
代
表
す
る
能
役
者
の
ひ
と
り
・
大
槻
文
藏
氏

の
主
演
に
よ
る
も
の
で
あ
る
点
、
些
か
自
賛
に
類
す
る
も
の
の
、
特
筆
に
値
す
べ
き

成
果
で
あ
っ
た
か
と
思
う
。
よ
っ
て
、
後
世
の
た
め
、
詳
細
な
記
録
を
残
し
て
お
き

た
い
。

　

幸
い
こ
の
場
を
得
て
、
今
回
の
作
業
を
改
め
て
報
告
・
総
括
、
能
本
全
編
を
掲
載

す
る
。
江
湖
の
批
正
を
冀
う
次
第
で
あ
る
。

＊

　

能
〈
戀
重
荷
〉
は
確
実
に
世
阿
弥
の
作
で
あ
る
が
、
近
世
初
期
に
上
演
は
断
絶
し

て
い
る
。
後
述
の
経
緯
で
江
戸
中
期
に
復
興
さ
れ
て
以
来
、
一
貫
し
て
観
世
流
の
占

有
演
目
だ
っ
た
。
観
世
流
の
現
行
形
に
倣
う
か
た
ち
で
金
春
流
に
新
規
編
入
さ
れ
た

の
は
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
の
こ
と
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
廃
絶
し
て
い
た
と
は
言
っ
て
も
、

作
品
と
し
て
そ
れ
な
り
の
潜
在
的
知
名
度
は
持
続
し
て
い
て
、
た
と
え
ば
、
狂
言

〈
枕
物
狂
〉
は
そ
の
引
用
に
基
づ
い
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
成
り
立
た
ず
、
普
及
も

し
な
か
っ
た
。
板
本
の
謡
本
組
物
の
中
で
は
一
貫
し
て
ほ
ぼ
二
百
番
外
の
扱
い
で
あ

り
、
遠
い
（
＝
頻
繁
に
は
実
演
さ
れ
な
い
）
曲
目
な
が
ら
、
謡
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と

し
て
は
残
っ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

　

江
戸
中
期
、〈
戀
重
荷
〉
が
能
の
演
目
と
し
て
復
興
・
定
着
し
た
の
は
い
つ
だ
っ

た
の
か
、
正
確
な
年
次
は
分
か
ら
な
い
。

　

表
章
『
能
楽
史
新
考
（
二
）』『
観
世
流
史
参
究
』
に
よ
れ
ば
、
十
四
世
観
世
大
夫

織
部
清
親
時
代
の
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
の
書
上
に
「
習
ノ
能
」
と
し
て
見
え
る

こ
の
能
を
、
十
四
世
清
親
の
父
・
十
三
世
重
記
が
復
興
し
た
も
の
と
推
察
し
て
い
る
。

　

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
『
能
楽
研
究
』
第
三
十
一
号
以
降
翻
刻
さ
れ
て
至
便
な
、

享
保
六
年
以
来
幕
末
に
至
る
江
戸
城
内
で
の
詳
細
な
上
演
記
録
『
觸
流
シ
御
能
組
』

を
検
す
る
に
、
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
十
二
月
十
一
日
、
西
ノ
丸
慰
能
に
お
け

る
上
演
が
初
出
（
シ
テ
は
十
四
世
清
親
）。
当
時
の
西
ノ
丸
の
主
は
世
子
・
後
の
九

代
将
軍
徳
川
家
重
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
に
先
立
つ
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
八
月
十
二
日
西
ノ
丸
慰
能
で
、

〈
戀
重
荷
〉
の
原
作
〈
綾
鼓
〉
が
九
世
宝
生
大
夫
九
郎
将
監
友
春
に
よ
っ
て
復
興
さ
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二
〇
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一
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れ
て
い
る
。〈
綾
鼓
〉
も
元
来
は
観
世
座
ゆ
か
り
の
能
だ
っ
た
。

　
「
ご
所
望
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
応
ず
る
用
意
は
あ
る
」
と
い
う
公
式
演
目
メ
ニ
ュ
ー

が
書
上
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
書
上
に
見
え
る
か
ら
と
い
っ
て
享
保
九
年
当
時
の

観
世
流
で
す
で
に
〈
戀
重
荷
〉
が
上
演
さ
れ
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。

　

む
し
ろ
、
享
保
十
二
年
の
宝
生
流
〈
綾
鼓
〉
復
興
に
触
発
さ
れ
（
宝
生
友
春
は
観

世
清
親
に
と
っ
て
三
十
九
歳
の
年
長
）、
し
か
も
宝
生
の
後
塵
を
拝
さ
な
い
か
た
ち

で
、
観
世
流
の
新
規
演
目
と
し
て
押
し
出
さ
れ
た
の
が
〈
戀
重
荷
〉
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
、
と
の
推
定
も
成
り
立
と
う
。

　
『
觸
流
シ
御
能
組
』
の
中
で
十
四
世
清
親
は
生
涯
に
三
度
、
こ
の
能
を
演
じ
て
い

る
。
同
史
料
に
は
こ
の
ほ
か
、
安
永
四
年
（
一
七
七
六
）
十
七
世
、
寛
政
十
年
（
一

七
九
八
）
十
九
世
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
二
十
世
の
そ
れ
ぞ
れ
観
世
大
夫
、
さ

ら
に
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
は
大
夫
後
見
の
分
家
・
四
世
観
世
銕
之
丞
清
済
、
計

四
度
の
演
能
記
録
が
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
、
ほ
ぼ
二
十
年
に
一
度
の
割
合
。
柳
営
の
能

と
し
て
ま
っ
た
く
の
稀
曲
で
は
な
い
に
せ
よ
、
さ
り
と
て
頻
演
曲
と
は
言
え
な
い
。

　

こ
れ
ら
と
は
別
に
、
江
戸
・
幸
橋
御
門
外
で
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
九
月
二

十
二
日
を
初
日
と
し
て
丸
一
年
、
延
べ
十
五
日
に
亙
り
散
発
的
に
興
行
さ
れ
た
「
文

化
の
勧
進
能
」（
不
測
の
事
態
か
ら
巨
益
を
逸
し
た
損
失
興
行
と
し
て
著
名
）
で
は

十
三
日
目
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
八
月
二
十
二
日
に
二
十
世
観
世
大
夫
左
衛

門
清
暘
が
演
じ
て
い
る
。
勧
進
能
の
番
組
は
不
特
定
多
数
を
含
む
観
客
へ
の
上
演
効

果
を
計
算
、
周
到
に
練
ら
れ
る
も
の
だ
。
復
曲
後
百
年
を
経
て
、
観
世
流
と
し
て
も

こ
の
能
が
よ
う
や
く
世
に
問
え
る
だ
け
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

江
戸
城
中
と
い
う
閉
じ
ら
れ
た
場
で
は
な
く
、
一
般
公
衆
の
面
前
で
〈
戀
重
荷
〉
が

実
演
さ
れ
た
の
は
、
中
世
以
来
こ
の
時
が
初
め
て
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

享
保
の
復
興
以
来
、「
習
ノ
能
」、
す
な
わ
ち
格
別
の
伝
授
を
要
す
る
秘
曲
と
し
て

重
ん
ぜ
ら
れ
た
た
め
、
ま
た
、
さ
ほ
ど
上
演
頻
度
が
高
い
曲
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

こ
の
能
の
演
出
は
固
定
化
し
た
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
現
行

形
は
甚
だ
し
い
形
式
主
義
に
陥
っ
た
、
能
本
来
の
意
図
を
達
し
な
い
改
悪
版
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
中
絶
以
前
の
古
形
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
著
名
な
の
が
、
い
わ

ゆ
る
「
妙
佐
本
仕
舞
付
」（
わ
ん
や
書
店
『
観
世
流
古
型
付
集
』
翻
刻
所
収
）
で
あ

る
。
一
両
斎
妙
佐
す
な
わ
ち
飯
河
治
部
少
輔
秋
共
（
生
没
年
不
詳
）
は
、
細
川
幽
斎

の
伯
叔
父
に
当
た
る
。
の
ち
に
細
川
家
被
官
、
別
に
豊
臣
秀
吉
か
ら
三
百
石
の
扶
持

を
受
け
た
。
手
蹟
に
優
れ
、
儒
家
・
舟
橋
家
（
清
原
氏
）
出
身
だ
け
あ
っ
て
相
当
の

文
人
だ
っ
た
。

　

こ
の
「
妙
佐
本
仕
舞
付
」
所
収
の
〈
戀
重
荷
〉
演
出
は
、
現
行
と
は
ま
っ
た
く
異

な
る
具
体
的
な
演
技
を
示
し
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
資
料
だ
か
ら
詳
細
は
省

く
が
、
要
点
は
、
享
保
復
興
の
現
行
演
出
で
は
能
の
誤
っ
た
様
式
面
だ
け
を
強
調
、

「
前
場
で
重
荷
を
持
ち
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
老
人
が
、
死
し
て
悪
鬼
と
な
り
、
後
場

で
こ
れ
を
軽
々
と
持
ち
上
げ
、
女
御
の
肩
に
圧
し
付
け
て
報
復
す
る
」
と
い
う
劇
主

題
を
形
で
示
さ
な
い
の
と
異
な
り
、「
妙
佐
本
」
で
は
こ
れ
を
実
際
に
演
技
で
示
す

点
に
あ
る
。
現
行
型
の
よ
う
に
、
後
シ
テ
が
「
懲
り
給
へ
」
と
言
い
な
が
ら
、
重
荷

に
も
女
御
の
身
体
に
一
度
も
手
を
触
れ
ず
、
た
だ
ひ
と
り
舞
台
を
グ
ル
グ
ル
回
る
だ

け
で
、
何
の
「
戀
の
重
荷
」
で
あ
ろ
う
か
。

　

も
っ
と
も
、「
妙
佐
本
」
の
型
が
万
能
で
は
な
い
。
具
体
性
に
傾
き
過
ぎ
、
高
次

の
見
地
か
ら
は
ま
だ
洗
練
の
余
地
を
大
い
に
残
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

「
妙
佐
本
」
を
再
現
す
る
試
み
に
限
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
な
さ
れ
て
き
た
。

　

し
た
が
っ
て
今
回
は
、「
妙
佐
本
仕
舞
付
」
の
記
述
は
あ
く
ま
で
参
考
に
留
め
、

新
た
に
型
を
作
っ
た
。
後
述
す
る
演
能
当
日
の
大
槻
氏
独
自
の
工
夫
を
除
き
、
ほ
ぼ

私
の
プ
ラ
ン
ど
お
り
全
体
が
仕
上
が
っ
た
結
果
で
あ
る
。
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上
演
詞
章
は
、
お
お
む
ね
現
行
の
観
世
流
大
成
版
に
準
拠
し
つ
つ
、
天
文
二
十
四

年
（
一
五
五
五
）
奥
書
の
古
本
・
観
世
元
頼
本
（
岩
波
古
典
大
系
『
謡
曲
集
上
』
に

翻
刻
）
を
参
照
、
そ
の
長
所
を
採
り
入
れ
た
。
こ
れ
に
は
恣
意
的
な
加
筆
は
試
み
な

か
っ
た
。
元
頼
本
は
古
本
中
の
最
善
本
で
あ
り
、
修
辞
上
、
原
作
の
本
質
を
穿
つ
点

が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
今
回
は
学
術
的
成
果
を
狙
う
試
演
で
は
な
い
。
反
復
上
演
を
想
定
し
た
舞

台
藝
術
の
制
作
で
あ
る
。
前
者
で
あ
れ
ば
当
然
、
元
頼
本
を
踏
襲
し
た
新
能
本
を
作

る
べ
き
だ
が
、
そ
う
は
し
な
か
っ
た
。
現
行
の
大
成
本
に
は
か
な
り
の
上
演
実
績
が

あ
り
、
ま
た
、
元
頼
本
に
は
な
い
劇
的
長
所
も
具
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

従
っ
て
今
回
は
、「
元
頼
本
を
加
味
し
た
、
現
行
大
成
版
の
異
式
本
の
制
作
」
と

い
う
ス
タ
ン
ス
を
取
っ
た
。
折
さ
え
あ
れ
ば
今
後
も
上
演
が
重
ね
ら
れ
る
よ
う
に
、

い
わ
ば
、
小
書
（
特
殊
演
出
）
の
考
案
に
近
い
工
夫
で
あ
る
。

　

も
し
元
頼
本
の
み
で
新
版
を
作
製
す
れ
ば
、
現
行
本
と
酷
似
し
つ
つ
も
随
所
で
齟

齬
を
き
た
す
。
一
つ
の
能
の
、
極
め
て
似
通
う
二
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
憶
え

分
け
る
の
は
、
す
で
に
一
方
を
憶
え
込
ん
で
い
る
能
役
者
に
は
、
現
実
問
題
と
し
て

無
理
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
無
理
を
押
し
て
で
も
元
頼
本
〈
戀
重
荷
〉
を
舞
台
化

し
た
と
こ
ろ
で
、
一
度
は
上
演
さ
れ
て
も
、
現
行
本
〈
戀
重
荷
〉
が
公
式
演
目
か
ら

廃
棄
さ
れ
な
い
限
り
（
当
面
の
現
実
と
し
て
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
）、
二
度
と
は
上

演
さ
れ
な
い
。
学
術
的
に
は
そ
れ
で
良
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
名
作
〈
戀
重
荷
〉
を

舞
台
上
で
今
後
も
再
生
し
て
ゆ
く
に
は
、
そ
う
し
た
限
定
的
な
自
己
満
足
で
は
困
る

の
だ
。

　
「
何
を
も
っ
て
原
典
と
な
す
か
」
を
価
値
と
す
る
古
典
書
誌
学
で
は
、
混
成
本
文

を
な
す
こ
と
は
大
禁
物
だ
が
、「
何
を
も
っ
て
名
作
と
な
す
か
」
が
重
要
な
藝
術
に

お
い
て
は
そ
う
と
は
言
え
な
い
。
今
回
の
能
本
作
成
は
そ
れ
を
周
到
に
忖
度
し
た
結

果
で
あ
る
。

＊

　

開
曲
に
先
立
ち
、
後
見
に
よ
り
重
荷
の
作
リ
物
が
舞
台
に
持
ち
出
さ
れ
る
。
今
回

は
現
行
で
用
い
る
形
の
、
掛
け
繩
を
両
手
で
握
っ
て
持
ち
上
げ
る
重
荷
を
出
し
た
。

「
妙
佐
本
」
に
は
朸
（
オ
ウ
ゴ
＝
天
秤
棒
）
を
用
い
る
振
リ
分
ケ
荷
、
あ
る
い
は
挿

シ
棹
に
一
ツ
荷
、
そ
う
し
た
選
択
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
採
ら
な
い
。「
佐
川
急
便
」

の
悪
口
も
あ
る
と
お
り
、
こ
れ
を
棒
で
担
い
だ
姿
は
少
な
か
ら
ず
滑
稽
な
た
め
で
あ

る
。

　

冒
頭
の
ワ
キ
の
コ
ト
バ
。
大
成
版
で
は
「
重
荷
の
正
体
が
巖
で
あ
る
こ
と
」
は
伏

せ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
行
で
は
中
入
で
こ
れ
を
初
め
て
明
か
す
わ
け
で
、
前

場
で
は
シ
テ
、
観
客
と
も
に
重
荷
の
正
体
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
一
種
謎
解
き
の
興

味
で
で
も
あ
ろ
う
。

　

が
、
元
頼
本
は
そ
う
で
は
な
く
、
ワ
キ
の
〈
名
ノ
リ
〉
で
重
荷
の
正
体
を
明
か
し

て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
前
場
最
初
に
ワ
キ
、
女
御
、
観
客
が
情
報
を
共
有
、
い
わ
ば

共
犯
関
係
に
な
っ
て
、
何
も
知
ら
ず
に
出
て
く
る
シ
テ
を
疎
外
す
る
の
が
、
原
作
の

意
図
だ
と
思
う
。
従
っ
て
今
回
は
、
は
じ
め
に
重
荷
の
正
体
を
明
か
す
元
頼
本
に
従

っ
た
。

　

こ
う
し
た
部
分
、
現
行
と
似
て
い
な
が
ら
異
な
る
詞
章
を
新
規
に
憶
え
直
す
の
が

至
難
の
作
業
。
当
日
、
折
し
も
風
邪
の
発
熱
を
押
し
て
大
過
な
く
勤
め
て
く
れ
た
ワ

キ
方
の
努
力
を
、
大
い
に
評
価
し
た
い
。

　

細
部
を
見
る
に
、
現
行
形
で
は
単
に
「
な
ぜ
最
近
は
庭
を
掃
き
清
め
な
い
の
だ
」

と
ワ
キ
が
シ
テ
に
尋
ね
る
。
元
頼
本
で
は
「
な
に
と
て
こ
の
程
は
参
り
て
菊
の
下
葉

を
ば
取
り
候
は
ぬ
ぞ
」
と
問
う
。
現
行
形
の
「
た
だ
の
庭
掃
き
」
に
比
べ
て
元
頼
本

の
「
菊
の
下
葉
取
り
」
は
、
シ
テ
の
職
務
が
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
（
い

ず
れ
に
せ
よ
差
別
さ
れ
る
賤
業
で
あ
る
）。
こ
こ
に
は
、「
菊
」
に
皇
室
の
、「
下
葉
」
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に
秘
恋
や
性
的
情
慾
の
、
そ
れ
ぞ
れ
暗
喩
が
あ
る
以
上
、
元
頼
本
の
よ
う
で
な
く
て

な
ら
な
い
。

　

ま
た
現
行
形
で
は
、
ワ
キ
か
ら
重
荷
を
示
さ
れ
た
シ
テ
は
「
げ
に
げ
に
美
し
き
重

荷
に
て
候
」
と
受
け
応
え
る
。
私
は
こ
れ
は
冗
漫
だ
と
思
う
。
恋
情
が
慰
め
ら
れ
る

驚
愕
、
期
待
を
抱
き
始
め
た
昂
揚
が
、
こ
の
時
の
心
理
。「
実
に
キ
レ
イ
な
重
荷
で

す
ね
ぇ
」
な
ど
と
、
悠
長
な
言
葉
は
差
し
挟
め
な
い
は
ず
だ
。
元
頼
本
に
こ
の
語
は

な
く
、「
た
と
ひ
か
な
は
ぬ
業
な
り
と
も
」
と
ズ
バ
リ
す
ぐ
さ
ま
自
ら
の
思
い
に
没

入
す
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
「
げ
に
げ
に
…
…
」
に
つ
い
て
、
地
頭
を
勤
め
ら
れ
た
観
世
銕

之
丞
氏
は
当
日
終
演
後
、「
自
ら
茫
然
と
つ
ぶ
や
く
言
葉
」
と
し
て
別
解
釈
の
可
能

性
も
提
示
さ
れ
た
。
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
も
ひ
と
つ
の
見
識
と
思
う
。
こ
う
し
た
議
論

が
生
ず
る
こ
と
自
体
、
最
大
の
成
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
﹇
次
第
﹈
は
工
夫
を
加
え
た
。
シ
テ
が
﹇
次
第
﹈
を
謡
い
、
地
謡
が
（
通
常
の
つ

ぶ
や
く
よ
う
な
「
地
ト
リ
」
で
は
な
く
ハ
ッ
キ
リ
と
）
そ
れ
を
反
復
し
て
謡
い
返
す
。

こ
れ
は
〈
昭
君
〉
の
古
例
に
倣
っ
た
も
の
で
、﹇
次
第
﹈
に
籠
め
ら
れ
た
シ
テ
の
感

情
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
る
効
果
を
狙
っ
た
。
こ
の
地
謡
の
間
に
水
衣
の
肩
を
上
げ

て
し
ま
い
、﹇
物
着
﹈
の
囃
子
は
省
略
。﹇
イ
ロ
エ
﹈
も
省
く
。

　

続
く
﹇
サ
シ
〜
下
歌
﹈
で
シ
テ
と
地
謡
が
謡
い
分
け
、
囃
子
の
入
れ
方
に
工
夫
し

た
。
す
な
わ
ち
、
地
謡
「
げ
に
持
ち
か
ぬ
る
こ
の
身
か
な
」
で
キ
ッ
パ
リ
と
囃
子
打

ち
止
め
、
シ
テ
「
そ
れ
及
び
難
き
は
高
き
山
。
思
ひ
の
深
き
は
わ
た
つ
み
の
如
し
。

い
づ
れ
以
つ
て
た
や
す
か
ら
ん
や
。
げ
に
心
さ
へ
輕
き
身
の
」、﹇
下
歌
﹈
地
謡
「
塵

の
浮
世
に
な
が
ら
へ
て
」
ま
で
を
囃
子
ナ
シ
。「
よ
し
な
く
物
を
思
ふ
か
な
」
で
改

め
て
打
ち
出
し
た
。
以
上
、
元
頼
本
を
敷
衍
し
た
操
作
で
あ
る
。

　
﹇
下
歌
﹈
ト
メ
「
由
な
や
物
を
思
ふ
か
な
」
で
、
シ
テ
は
全
曲
の
内
た
だ
一
度
だ

け
シ
オ
ル
。
現
行
で
は
前
シ
テ
が
泣
く
演
技
が
多
す
ぎ
る
た
め
、
こ
こ
だ
け
に
絞
っ

て
効
果
を
高
め
た
。

　

型
の
よ
く
付
い
て
い
る
﹇
ロ
ン
ギ
﹈
は
現
行
ど
お
り

　

中
入
の
演
技
は
大
槻
文
藏
氏
の
当
日
の
新
工
夫
だ
っ
た
。
ま
さ
に
、
予
測
し
な
か

っ
た
「
花
」
と
し
て
抜
群
の
効
果
を
挙
げ
た
。

　

現
行
型
で
は
、
舞
台
か
ら
橋
掛
リ
に
向
き
直
り
、
こ
こ
で
気
を
籠
め
、
次
第
に
勢

い
を
つ
け
て
走
り
入
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

大
槻
氏
の
新
案
で
は
、「
思
ひ
知
ら
せ
申
さ
ん
」
で
、
シ
テ
は
正
先
の
作
リ
物
を

ハ
タ
と
見
込
む
や
、
一
気
に
ハ
コ
ビ
、
作
リ
物
向
か
っ
て
左
に
膝
を
付
い
て
静
止
。

憤
死
し
た
態
と
な
っ
て
、
呆
然
と
立
ち
上
が
り
、
静
か
に
中
入
。

　

こ
の
中
入
は
実
に
当
を
得
た
新
案
だ
っ
た
が
、
望
蜀
を
言
え
ば
、
立
ち
上
が
っ
て

以
降
、
も
っ
と
空
虚
に
、
魂
が
抜
け
き
っ
た
よ
う
な
「
無
」
に
な
り
た
い
。
そ
れ
が

叶
え
ば
、「
正
先
に
膝
を
つ
く
型
」
は
「
重
荷
の
置
き
場
所
に
怨
念
が
凝
り
残
っ
た

こ
と
を
示
す
型
」
と
し
て
、
十
二
分
の
成
果
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

中
入
の
ア
イ
の
﹇
カ
タ
リ
﹈
は
現
行
の
と
お
り
。
現
行
形
で
は
、
こ
れ
に
続
き
、

ワ
キ
が
重
荷
の
正
体
を
長
々
と
説
明
す
る
が
、
先
述
の
と
お
り
こ
れ
は
冒
頭
で
済
ん

で
い
る
の
で
割
愛
。
し
た
が
っ
て
、
ふ
だ
ん
の
演
出
で
は
相
当
長
く
感
ぜ
ら
れ
る
中

入
部
分
の
冗
漫
さ
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。

　

冒
頭
か
ら
床
几
に
掛
け
た
ま
ま
だ
っ
た
ツ
レ
が
、
後
場
に
入
っ
て
い
よ
い
よ
活
躍
。

死
者
を
恐
れ
、
せ
め
て
も
の
慰
霊
に
ワ
キ
が
ツ
レ
を
招
き
出
す
の
だ
が
、
現
行
で
は

重
荷
に
向
か
っ
た
ツ
レ
は
、
す
ぐ
に
膝
を
突
い
て
下
居
す
る
。

　

こ
れ
は
お
か
し
い
。
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臣
下
で
あ
る
ワ
キ
は
ま
だ
し
も
、
皇
妃
た
る
女
御
は
軽
々
し
く
下
に
居
る
べ
き
身

分
で
は
な
い
。
こ
こ
の
ツ
レ
は
、
隔
絶
し
た
高
位
に
あ
る
者
の
冷
た
さ
、
山
科
荘
司

と
い
う
個
人
に
対
す
る
憐
憫
で
は
な
し
に
「
恋
に
死
ん
だ
者
」
一
般
に
寄
せ
る
、
あ

る
種
、
実
感
の
な
い
同
情
、
と
い
う
心
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
立
っ
た
ま
ま
、
シ

オ
リ
も
し
な
い
よ
う
に
し
た
。

　

こ
れ
に
続
く
「
戀
よ
戀
…
…
」
の
古
歌
。
よ
く
考
え
る
と
こ
れ
は
、
女
御
の
心
を

歌
う
歌
と
ば
か
り
は
思
わ
れ
な
い
。
恋
に
死
ん
だ
「
わ
れ
＝
シ
テ
自
身
」
の
心
を
歌

っ
て
い
る
よ
う
に
も
読
み
取
れ
る
。
今
回
は
、「
一
瞬
、
山
科
の
荘
司
の
怨
念
が
女

御
に
取
り
憑
く
」
と
い
う
解
釈
に
し
た
。

　

こ
こ
で
ツ
レ
は
ゆ
っ
く
り
と
下
に
居
る
。
と
同
時
に
、
ツ
レ
の
下
居
と
同
じ
間
で

揚
幕
を
上
げ
さ
せ
た
。
幕
内
の
後
シ
テ
の
霊
威
に
圧
さ
れ
て
、
ツ
レ
が
下
居
さ
せ
ら

れ
た
よ
う
に
見
え
る
効
果
を
挙
げ
た
。

　
﹇
出
端
﹈
の
囃
子
は
省
き
、
地
謡
の
内
に
シ
テ
が
出
る
。
法
被
の
右
肩
を
脱
い
で

カ
ツ
ギ
を
被
っ
て
出
る
の
は
「
妙
佐
本
」
記
述
の
踏
襲
。「
一
念
無
量
の
鬼
」
で
カ

ツ
ギ
を
ヌ
ー
ッ
と
脱
ぎ
捨
て
、
橋
掛
リ
か
ら
舞
台
の
女
御
を
見
込
む
。
効
果
的
な
白

頭
を
取
る
型
も
「
妙
佐
本
」
に
倣
っ
た
。
現
行
で
は
「
あ
ら
恨
め
し
や
」
で
シ
テ
は

シ
オ
ル
が
、
こ
れ
は
取
ら
な
い
。
復
讐
の
怨
念
に
燃
え
て
い
る
の
に
「
女
々
し
く
泣

く
悪
鬼
」
な
ど
、
い
よ
う
は
ず
は
な
い
か
ら
だ
。

　

今
回
最
大
の
改
訂
点
は
、﹇
立
廻
リ
﹈
で
あ
る
。「
妙
佐
本
」
に
類
す
る
、
一
種
の

責
メ
に
し
た
が
、
ツ
レ
に
重
荷
を
負
わ
す
こ
と
は
先
述
の
事
情
か
ら
取
り
止
め
、
代

わ
り
に
シ
テ
が
執
拗
に
追
い
回
し
た
。

　

杖
音
と
足
拍
子
を
キ
ッ
カ
ケ
と
し
て
、
ツ
レ
（
喜
多
流
で
言
う
痩
女
ノ
足
の
よ
う

に
重
く
ハ
コ
ブ
）
が
意
の
ま
ま
に
操
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
序
付
二
段
の
﹇
立
廻

リ
﹈
の
間
に
視
覚
化
し
た
。

　

現
行
の
﹇
立
廻
リ
﹈
は
シ
テ
が
独
り
で
ウ
ロ
ウ
ロ
す
る
だ
け
。
ツ
レ
に
触
れ
も
し

な
い
の
だ
か
ら
、
何
が
何
や
ら
、
劇
的
意
図
を
全
く
達
し
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、

あ
ま
り
露
悪
的
・
嗜
虐
的
な
の
は
問
題
と
思
う
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
シ
テ
は
ツ
レ

の
身
体
に
直
接
は
触
れ
さ
せ
な
か
っ
た
。

　

序
の
あ
と
、
ツ
レ
が
ヨ
ロ
ヨ
ロ
と
立
ち
上
が
り
、
シ
テ
は
こ
れ
を
執
念
深
く
見
据

え
つ
つ
一
ノ
松
ま
で
追
っ
て
行
く
と
、
ツ
レ
は
下
居
、
シ
テ
は
そ
の
背
後
に
圧
し
掛

か
っ
て
杖
を
頭
上
に
振
り
上
げ
キ
マ
リ
、
段
を
取
る
。
こ
こ
で
太
鼓
が
三
ツ
頭
の
手

を
打
っ
た
の
が
実
に
効
い
て
い
た
。

　

二
人
が
舞
台
に
戻
っ
た
﹇
立
廻
リ
﹈
の
後
。
前
シ
テ
が
持
て
な
か
っ
た
重
荷
を
、

後
シ
テ
は
片
手
で
軽
々
と
持
ち
上
げ
、「
衆
合
地
獄
の
重
き
苦
し
み
」
で
、
ツ
レ
の

肩
に
押
し
付
け
る
。
ツ
レ
は
ハ
タ
と
扇
を
取
り
落
と
し
、
崩
れ
る
よ
う
に
安
座
、
モ

ロ
ジ
オ
リ
。
こ
の
応
報
の
姿
あ
っ
て
こ
そ
の
〈
戀
重
荷
〉
で
あ
る
。

　

重
荷
が
肩
を
外
れ
、
居
ず
ま
い
を
直
し
て
も
、
ツ
レ
は
楽
を
し
て
は
い
け
な
い
。

ま
だ
怨
念
は
去
ら
ず
、
身
体
の
自
由
は
効
か
な
い
の
だ
。
現
行
形
は
キ
リ
に
な
る
と

ツ
レ
は
サ
ッ
サ
と
脇
座
に
立
ち
戻
り
、
以
下
、
演
技
を
全
く
欠
く
の
は
無
策
の
限
り

で
あ
る
。
こ
れ
以
下
、「
妙
佐
本
」
は
参
考
程
度
、
ほ
と
ん
ど
が
今
回
の
た
め
の
新

作
試
案
で
あ
る
。

　

末
尾
の
型
も
新
案
。
シ
テ
は
打
杖
を
持
ち
常
座
に
立
っ
て
「
稻
葉
の
山
風
」
と
サ

シ
分
ケ
、「
戀
路
の
闇
に
」
と
ツ
レ
に
胸
ザ
シ
し
て
ヒ
ラ
キ
、「
弔
は
ゞ
」
と
ツ
メ
足
、

「
そ
の
恨
み
」
と
ツ
レ
を
見
据
え
、「
霜
か
雪
か
」
で
気
を
変
え
橋
掛
リ
に
行
き
、

「
こ
れ
ま
で
ぞ
」
で
一
ノ
松
に
立
ち
正
面
に
向
く
呼
吸
。「
葉
守
の
神
と
な
り
て
」
と

左
袖
を
か
づ
き
ツ
レ
を
見
込
み
、「
神
と
な
り
て
●
千
代
の
影
を
」
の
●
に
当
て
て

右
拍
子
一
つ
踏
み
（
あ
ま
り
強
く
な
く
）、
こ
れ
を
合
図
に
ツ
レ
は
何
ご
と
も
な
か
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っ
た
よ
う
に
（
こ
こ
で
呪
縛
が
解
け
）
立
ち
上
が
り
、
正
面
向
こ
う
を
望
む
。
シ
テ

は
そ
の
ま
ま
袖
か
づ
い
た
姿
で
凝
固
し
て
立
ち
、
地
謡
切
れ
て
か
ら
袖
を
直
し
、
幕

に
入
る
。

　

当
日
の
冒
頭
講
話
を
担
当
さ
れ
た
梅
原
猛
氏
も
説
か
れ
る
よ
う
に
、
中
世
に
お
い

て
霊
魂
の
救
済
は
「
成
仏
」
に
よ
る
以
外
、
な
い
。
つ
ま
り
、「
神
と
な
る
」
と
は
、

御
霊
・
怨
霊
と
な
る
の
と
同
義
。
決
し
て
め
で
た
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
怨
み
に

怨
ん
だ
ま
ま
消
え
る
類
作
〈
綾
鼓
〉
に
比
べ
て
、「
葉
守
の
神
と
な
り
女
御
を
守
護

し
よ
う
」
と
シ
テ
が
約
束
す
る
〈
戀
重
荷
〉
の
結
末
が
「
甘
い
」
と
は
、
こ
う
し
た

歴
史
的
・
精
神
史
的
背
景
を
知
ら
な
い
大
変
な
誤
解
で
あ
る
。

　

祝
言
の
結
末
に
見
せ
か
け
て
、
永
遠
に
付
き
纏
い
離
れ
な
い
怨
念
を
描
く
能
。
そ

れ
が
恐
怖
の
傑
作
〈
戀
重
荷
〉
の
皮
肉
な
あ
り
よ
う
だ
と
い
う
こ
と
を
、
改
め
て
確

認
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　

回
数
の
限
ら
れ
た
稽
古
、
申
し
合
わ
せ
だ
っ
た
が
、
大
槻
氏
を
中
心
と
し
た
全
体

の
緊
密
な
連
携
が
快
か
っ
た
。
よ
く
咀
嚼
さ
れ
た
手
際
で
、
一
番
の
能
と
し
て
首
尾

一
貫
し
た
緊
張
を
貫
い
た
と
評
価
し
た
い
。
東
京
か
ら
招
聘
し
た
地
頭
・
観
世
銕
之

丞
氏
率
い
る
大
阪
勢
の
地
謡
も
含
め
た
、
演
者
全
員
の
総
合
力
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
る
。

　

今
回
の
試
み
が
〈
戀
重
荷
〉
解
釈
と
享
受
の
議
論
に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
寄
与
で

き
れ
ば
、
ま
こ
と
に
幸
せ
で
あ
る
。

＊

再
構
成
版
〈
戀
重
荷
〉
上
演
台
本 

作
成
・
村
上
湛　

平
成
二
十
二
年
一
月
三
十
日
・
大
槻
能
楽
堂
自
主
公
演
に
て
上
演
。

シ
テ
・
大
槻
文
藏
／
ツ
レ
・
上
田
拓
司
／
ワ
キ
・
福
王
知
登
／
ア
イ
・
善
竹
忠
重
／

笛
・
野
口
傳
之
輔
／
小
鼓
・
曾
和
正
博
／
大
鼓
・
河
村
大
／
太
鼓
・
前
川
光
長
／ 

地
頭
・
観
世
銕
之
丞

　
【
留
意
点
】

①
基
本
的
詞
章
は
観
世
流
大
成
版
に
基
づ
く
。
本
稿
で
は
用
字
は
適
宜
改
変
し
た
。

ま
た
、
②
③
を
含
め
て
、
そ
の
ほ
か
随
所
に
改
訂
し
た
箇
所
が
あ
り
、
※
で
註
し

た
。

②
冒
頭
お
よ
び
中
入
後
の
ワ
キ
コ
ト
バ
は
、
大
成
版
に
拠
ら
ず
、
元
頼
本
（
岩
波

『
謡
曲
集
上
』
所
収
本
文
）
に
基
づ
い
た
。
す
な
わ
ち
ワ
キ
は
、
冒
頭
で
重
荷
＝

巌
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
、
中
入
部
分
で
は
こ
れ
を
繰
り
返
さ
な
い
。（
ア
イ

が
立
チ
シ
ャ
ベ
リ
で
重
荷
＝
巌
で
あ
っ
た
こ
と
に
言
及
す
る
の
は
現
行
の
通
り
）。

た
だ
し
、
ワ
キ
が
直
接
シ
テ
を
呼
び
出
す
元
頼
本
の
形
は
採
ら
ず
、
ア
イ
を
介
し

て
シ
テ
を
呼
ぶ
現
行
形
を
踏
襲
し
た
。

③﹇
物
着
﹈
ア
ト
、﹇
ロ
ン
ギ
﹈
の
前
の
〈
サ
シ
〉〈
下
歌
〉
の
構
成
は
、
元
頼
本
に

新
案
を
加
え
て
改
変
し
た
。

④
間
狂
言
の
詞
章
は
、
大
藏
流
某
本
に
基
づ
い
た
。
上
演
に
際
し
て
は
出
勤
者
の
通

用
本
文
に
置
き
換
え
る
。
ワ
キ
の
コ
ト
バ
に
つ
い
て
も
、
①
の
部
分
を
除
い
て
、

現
行
に
則
る
こ
と
は
同
様
で
あ
る
。

⑤
型
や
演
出
は
シ
テ
の
、
現
行
と
変
わ
る
部
分
を
中
心
に
抄
記
し
た
。
特
に
記
さ
な

い
部
分
は
現
行
型
ど
お
り
、
ま
た
は
適
宜
工
夫
さ
れ
る
。
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【
は
じ
め
に
後
見
が
重
荷
を
持
ち
出
し
正
先
の
框
際
に
据
え
置
く
。
重
荷
は
現
行

の
形
（
一
つ
荷
）
を
用
い
る
。
ツ
レ
の
扮
装
は
、
月
輪
立
天
冠
。
小
面
。
摺
箔
着
付
。

縫
箔
ま
た
は
唐
織
壺
折
。
緋
大
口
ま
た
は
紋
色
大
口
。
鬘
扇
。
以
上
、
美
麗
の
品
を

用
い
る
。
ツ
レ
は
常
の
如
く
ワ
キ
座
に
出
シ
置
キ
。
ワ
キ
常
の
如
き
大
臣
出
立
。
名

ノ
リ
笛
で
常
座
に
出
て
名
ノ
リ
。
ア
イ
こ
れ
に
伴
い
出
で
、
狂
言
座
に
座
す
】

　
　
﹇
名
ノ
リ
笛
﹈

　
〈
名
ノ
リ
〉

ワ
キ　

そ
も
そ
も
こ
れ
は
白
河
の
院
に
仕
へ
奉
る
臣
下
に
て
候
。
さ
て
も
當
今
よ
ろ

づ
の
御
事
に
御
好
き
候
中
に
も
。
菊
を
御
寵
愛
に
て
候
間
。
さ
な
が
ら
御
庭
は
菊
に

て
御
座
候
が
。
又
こ
ゝ
に
山
科
の
荘
司
と
申
し
て
。
菊
の
下
葉
を
取
る
老
人
の
候
が
。

忝
く
も
女
御
の
御
姿
を
見
參
ら
せ
て
よ
り
。
靜
心
な
き
戀
と
な
り
て
候
。
こ
の
こ
と

を
聞
こ
し
召
し
及
ば
れ
。
戀
は
上
下
を
分
か
ぬ
な
ら
ひ
。
叶
は
ぬ
ゆ
ゑ
に
戀
と
い
へ

り
。
か
や
う
の
者
の
持
つ
荷
の
候
を
か
の
者
に
持
た
せ
よ
と
仰
せ
ら
れ
候
。
こ
れ
は

重
き
巖
に
て
候
を
。
綾
羅
錦
紗
を
以
て
包
み
。
戀
の
重
荷
と
名
付
け
て
候
。
こ
の
荷

を
持
ち
。
御
庭
を
千
た
び
百
た
び
行
き
歸
る
な
ら
ば
。
女
御
の
御
姿
を
い
ま
一
度
拜

ま
れ
給
は
ん
と
の
御
事
に
て
候
間
。
こ
の
よ
し
を
山
科
の
荘
司
を
召
し
て
申
し
付
け

ば
や
と
存
じ
候
。

　
〈
問
答
〉

ワ
キ　

い
か
に
誰
か
あ
る
。

ア
イ　

御
前
に
候
。

ワ
キ　

山
科
の
荘
司
に
こ
な
た
へ
來
た
れ
と
申
し
候
へ
。

ア
イ　

畏
つ
て
候
。【
一
ノ
松
に
立
ち
、
幕
に
向
か
い
呼
び
掛
け
る
】
い
か
に
山
科

の
荘
司
の
わ
た
り
候
か
。

シ
テ　
【
シ
テ
、
常
の
扮
装
。
静
か
に
出
る
と
幕
を
下
ろ
し
、
三
ノ
松
に
立
つ
】
誰

に
て
わ
た
り
候
ぞ
。

ア
イ　

急
ぎ
御
參
り
あ
れ
と
の
御
事
に
て
候
。

シ
テ　

畏
つ
て
候
。【
シ
テ
歩
み
出
す
。
ア
イ
は
常
座
に
立
ち
戻
り
下
に
居
て
復
命
】

ア
イ　

荘
司
を
召
し
て
参
リ
て
候

ワ
キ　

心
得
て
あ
る
。【
ア
イ
は
狂
言
座
に
退
く
。
シ
テ
は
常
座
に
出
て
ワ
キ
に
向

き
下
居
。】

ワ
キ　

い
か
に
荘
司
。
何
と
て
こ
の
程
は
菊
の
下
葉
を
取
り
候
は
ぬ
ぞ
。【
↑
こ
の

一
句
も
元
頼
本
】

シ
テ　
【
そ
の
ま
ま
、
や
や
ク
モ
ル
心
で
】
さ
ん
候
こ
の
ほ
ど
所
勞
仕
り
候
ひ
て
。

さ
て
怠
り
申
し
て
候
。

ワ
キ　

尤
も
に
て
候
。
さ
て
汝
は
戀
を
す
る
と
い
ふ
は
ま
こ
と
か
。

シ
テ　
【
ハ
ッ
と
す
る
心
で
面
を
上
げ
つ
つ
】
さ
や
う
の
事
を
ば
何
と
て
知
ろ
し
召

さ
れ
て
候
ふ
ぞ
。

ワ
キ　

い
や
い
や
は
や
色
に
出
で
ゝ
あ
る
ぞ
と
よ
。【
シ
テ
面
を
直
し
正
面
に
向
く
】

さ
る
間
こ
の
事
を
忝
く
も
女
御
聞
し
召
し
及
ば
れ
。
※
戀
す
る
者
の
持
つ
荷
の
候
を

【
※
↑
こ
の
一
句
、
元
頼
本
か
ら
補
入
】。
急
ぎ
こ
の
荷
を
持
ち
て
御
庭
を
百
度
千
度

※
行
き
歸
る
な
ら
ば
。
忝
く
も
御
姿
を
い
ま
一
度
拜
ま
れ
ん
と
の
御
事
な
り
【
※
↑

元
頼
本
に
基
づ
き
、
表
現
変
更
】。
な
ん
ぼ
う
あ
り
が
た
き
御
諚
に
て
は
な
き
か
。

シ
テ　
【
シ
テ
正
面
に
向
い
た
ま
ま
や
や
ク
モ
リ
、
自
ら
に
言
い
聞
か
せ
る
か
の
よ

う
に
ジ
ッ
ク
リ
と
】
何
と
こ
の
事
を
聞
し
召
し
及
ば
れ
。
そ
の
荷
を
持
ち
て
御
庭
を

百
度
千
度
※
行
き
歸
れ
と
か
や
【
※
↑
元
頼
本
に
基
づ
き
、
表
現
変
更
。
下
居
の
ま

ま
ワ
キ
に
ゆ
っ
く
り
と
向
き
】。
百
度
千
度
と
は
。
百
度
も
千
度
も
持
ち
て
め
ぐ
ら

ば
。
そ
の
間
に
御
姿
を
拜
ま
れ
さ
せ
給
ふ
べ
き
と
候
ふ
や
。【「
そ
の
間
に
」
か
ら
面

を
ゆ
っ
く
り
と
上
げ
る
。
歓
喜
と
疑
惑
の
心
】

ワ
キ　

げ
に
よ
く
心
得
て
あ
る
ぞ
。
な
ん
ぼ
う
あ
り
が
た
き
御
事
に
て
は
な
き
か
。
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シ
テ　

さ
ら
ば
そ
の
荷
を
御
見
せ
候
へ
。【「
御
見
せ
候
へ
」
で
ワ
キ
に
向
い
た
ま
ま

立
ち
上
が
る
】

ワ
キ　

こ
な
た
へ
來
り
候
へ
。【
シ
テ
、
ワ
キ
、
重
荷
に
立
ち
寄
り
「
ハ
の
字
」
形

に
立
つ
】
こ
れ
こ
そ
戀
の
重
荷
よ
。
な
ん
ぼ
う
美
し
き
荷
に
て
は
な
き
か
。

シ
テ　

※
げ
に
げ
に
美
し
き
荷
に
て
候
【
※
↑
こ
の
一
句
、
元
頼
本
に
な
く
、
シ
テ

の
心
理
に
も
合
わ
ぬ
た
め
削
除
。
シ
テ
は
ワ
キ
の
言
葉
が
耳
に
入
ら
ぬ
か
の
よ
う
に

荷
に
見
入
り
佇
立
。
や
や
間
あ
っ
て
次
の
コ
ト
バ
】
た
と
ひ
叶
は
ぬ
業
な
り
と
も
。

仰
せ
な
ら
ば
さ
こ
そ
あ
る
べ
け
れ
。
ま
し
て
や
こ
れ
は
賤
し
き
業
。
さ
の
み
は
隔
て

じ
名
を
聞
く
も
。

　
〈
次
第
〉【〈
昭
君
〉
に
倣
い
地
謠
が
謡
い
返
す
。】

シ
テ　

重
荷
な
り
と
も
逢
ふ
ま
で
の
。
重
荷
な
り
と
も
逢
ふ
ま
で
の
。
戀
の
持
夫
に

な
ら
う
よ
。

地
謠　

重
荷
な
り
と
も
逢
ふ
ま
で
の
。
重
荷
な
り
と
も
逢
ふ
ま
で
の
。
戀
の
持
夫
に

な
ら
う
よ
。

　
　
﹇
物
着
﹈

【
後
見
座
に
ク
ツ
ロ
ギ
肩
上
げ
る
。
物
着
済
む
と
、
気
負
う
心
で
常
座
に
出
る
】

　
〈
一
セ
イ
〉

シ
テ　

誰
踏
み
初
め
て
戀
の
路

地
謠　

巷
に
人
の
迷
ふ
ら
ん
。

シ
テ　

名
も
理
や
戀
の
重
荷
。【
謡
い
つ
つ
重
荷
を
シ
カ
と
見
据
え
て
近
寄
る
】

地
謠　

げ
に
持
ち
か
ぬ
る
。【
一
度
両
手
を
掛
け
て
持
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
果
た
せ

ず
】
こ
の
身
か
な
。【
ヨ
ロ
け
る
心
で
少
し
退
り
、
思
わ
ず
腰
が
砕
け
て
安
座
、
シ

オ
ラ
ず
に
呆
然
と
す
る
。
こ
こ
で
囃
子
一
度
打
ち
止
め
る
】

　
〈
サ
シ
〉

シ
テ　
【
囃
子
ナ
シ
で
】
そ
れ
及
び
難
き
は
高
き
山
。
思
ひ
の
深
き
は
わ
た
つ
み
の

如
し
。
い
づ
れ
以
つ
て
た
や
す
か
ら
ん
や
。
げ
に
心
さ
へ
輕
き
身
の
。

　
〈
下
歌
〉

地
謠　
【
囃
子
再
び
打
ち
出
す
】
塵
の
浮
世
に
な
が
ら
へ
て
。
よ
し
な
く
物
を
思
ふ

か
な
。【
ジ
ッ
ク
リ
と
シ
オ
ル
。
モ
ロ
ジ
オ
リ
で
も
】

　
〈
ロ
ン
ギ
〉

地
謠　
【
以
下
、
現
行
型
ど
お
り
】
思
ひ
や
少
し
慰
む
と
。
露
の
か
ご
と
を
夕
顏
の
。

黄
昏
時
も
は
や
過
ぎ
ぬ
。
戀
の
重
荷
を
持
つ
や
ら
ん
。

シ
テ　

重
く
と
も
。
思
ひ
は
捨
て
じ
唐
國
の
。
虎
と
思
へ
ば
石
に
だ
に
。
立
つ
矢
の

あ
る
ぞ
か
し
。
い
か
に
も
輕
く
持
た
う
よ
。

地
謠　

持
つ
や
荷
前
の
運
ぶ
な
る
。
心
ぞ
君
が
た
め
を
知
る
。
重
く
と
も
心
添
へ
て

持
て
や
持
て
や
下
人
。

シ
テ　

よ
し
と
て
も
。
よ
し
と
て
も
。
こ
の
身
は
輕
し
い
た
づ
ら
に
。
戀
の
奴
に
成

り
果
て
ゝ
。
亡
き
世
な
り
と
憂
か
ら
じ
。

地
謠　

な
き
世
に
な
す
も
よ
し
な
や
な
。
げ
に
は
命
ぞ
た
ゞ
頼
め
。

シ
テ　

し
め
ぢ
が
腹
立
ち
や
。

地
謠　

よ
し
な
き
戀
を
菅
筵
。
臥
し
て
見
れ
ど
も
。
寝
ら
れ
ば
こ
そ
。
苦
し
や
獨
り

寝
の
、
わ
が
手
枕
の
肩
替
え
へ
て
。
持
て
ど
も
持
た
れ
ぬ
そ
も
戀
は
何
の
重
荷
ぞ
。

　
〈
□
〉

シ
テ　

あ
は
れ
て
ふ
。
言
だ
に
な
く
は
何
を
さ
て
。
戀
の
亂
れ
の
。
束
ね
緒
も
絶
え

果
て
ぬ
。

　
〈
歌
〉

地
謠　

よ
し
や
戀
ひ
死
な
ん
。
報
は
ゞ
そ
れ
ぞ
人
心
。
亂
れ
戀
に
な
し
て
思
ひ
知
ら

せ
申
さ
ん
。

　
〈
立
チ
シ
ャ
ベ
リ
〉

ア
イ　

さ
て
も
さ
て
も
。
荘
司
が
無
用
の
戀
を
致
さ
れ
候
。
さ
り
な
が
ら
忝
く
も
君
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聞
こ
し
召
さ
れ
。
戀
は
上
下
に
よ
ら
ぬ
も
の
な
れ
ば
。
す
な
は
ち
そ
の
荷
を
こ
し
ら

へ
。
御
庭
を
百
度
も
千
度
も
廻
り
候
へ
。
そ
の
内
に
御
姿
を
拜
ま
れ
給
ふ
べ
き
と
の

御
事
に
て
候
。
常
の
荷
に
て
百
度
千
度
も
持
ち
て
廻
り
候
は
ゞ
難
儀
な
る
に
。
ま
し

て
さ
や
う
の
荷
を
持
つ
こ
と
は
な
る
ま
じ
い
と
存
ず
る
。
さ
り
な
が
ら
荘
司
御
請
け

を
申
し
た
と
い
へ
。
か
や
う
な
る
事
に
て
も
仕
る
べ
き
が
。
こ
れ
は
あ
さ
ま
し
き
業

な
れ
ど
も
。
畏
つ
て
候
と
て
持
ち
て
見
れ
ば
。
か
の
重
荷
と
申
す
は
い
か
に
も
重
き

石
を
金
襴
綾
錦
に
て
上
を
廣
袖
に
包
み
。
輕
々
と
見
え
候
間
。
色
々
様
々
に
し
て
持

ち
て
見
申
せ
ど
も
。
荘
司
似
合
は
ぬ
戀
を
や
め
さ
せ
御
申
し
あ
る
べ
き
と
の
御
は
か

り
ご
と
に
て
。
な
か
な
か
思
ひ
も
寄
ら
ぬ
事
に
て
候
。
荘
司
は
叶
わ
ぬ
戀
に
勢
力
も

盡
き
け
る
か
。
空
し
く
な
り
た
る
と
申
す
ほ
ど
に
。
參
り
て
見
申
さ
ば
や
と
存
ず
る
。

さ
れ
ば
こ
そ
。
ま
こ
と
に
こ
れ
に
空
し
く
な
り
候
。
さ
て
も
さ
て
も
痛
ま
し
き
こ
と

か
な
。
戀
死
に
ゝ
せ
ら
れ
た
。
急
ぎ
こ
の
由
を
申
さ
う
。

　
〈
問
答
〉

ア
イ　

い
か
に
申
し
上
げ
候
。
山
科
の
荘
司
荷
の
上
が
ら
ぬ
こ
と
を
嘆
き
。
空
し
く

な
り
申
し
て
候
。

ワ
キ　

何
と
申
し
候
ぞ
。
荘
司
荷
の
上
が
ら
ぬ
こ
と
を
嘆
き
。
空
し
く
な
り
た
る
と

申
す
か
。

ア
イ　

さ
ん
候
。

ワ
キ　

言
語
道
斷
の
こ
と
。
か
ゝ
る
不
便
な
る
こ
と
こ
そ
候
は
ね
。
そ
れ
が
し
立
ち

越
え
見
う
ず
る
に
て
候
。

ア
イ　

や
が
て
御
出
で
あ
つ
て
樣
躰
を
御
覧
候
へ
。

　
〈
□
〉

ワ
キ　

げ
に
こ
れ
は
空
し
く
な
り
て
候
。
あ
ら
不
便
や
候
。
や
が
て
こ
の
由
を
申
し

上
げ
う
ず
る
に
て
候
。

　
〈
問
答
〉

ワ
キ　

い
か
に
申
し
上
げ
候
。
山
科
の
荘
司
荷
の
上
が
ら
ぬ
こ
と
を
嘆
き
申
し
。
空

し
う
な
つ
て
候
。
か
の
者
の
心
中
も
あ
ま
り
に
恐
ろ
し
く
候
へ
ば
。
そ
と
御
姿
を
ま

み
え
ら
れ
う
ず
る
に
て
候
。

【
ワ
キ
は
舞
台
正
中
の
脇
正
面
寄
り
に
行
き
、
女
御
に
向
か
い
下
居
し
て
平
伏
。
ツ

レ
は
す
ぐ
に
下
居
せ
ず
、
立
っ
た
ま
ま
凝
然
と
重
荷
（
と
傍
に
置
か
れ
て
い
る
は
ず

の
荘
司
の
死
骸
）
を
見
や
る
。
こ
こ
は
シ
カ
と
見
て
お
く
必
要
あ
り
】

　
〈
□
〉

ツ
レ　
【
何
心
な
く
サ
ラ
リ
と
謡
う
。
実
は
こ
こ
か
ら
荘
司
に
憑
依
さ
れ
る
】
戀
よ

戀
。
わ
が
中
空
に
な
す
な
戀
。
戀
に
は
人
の
。
死
な
ぬ
も
の
か
は
。【
以
下
、
ジ
ッ

ク
リ
と
下
居
し
つ
つ
謡
う
。
た
だ
し
、
シ
オ
リ
は
し
な
い
。】
無
慙
の
者
の
心
や
な

【
ツ
レ
が
下
居
す
る
と
同
時
に
、
下
居
の
間
と
同
じ
間
で
幕
を
上
げ
る
。
シ
テ
は
奥

の
方
に
立
ち
、
す
ぐ
に
は
姿
は
見
せ
な
い
】。

　
〈
問
答
〉

ワ
キ　
【
ツ
レ
の
下
居
を
合
図
に
ワ
キ
は
平
伏
を
解
き
普
通
の
下
居
に
な
る
】
こ
れ

は
あ
ま
り
に
忝
な
き
御
諚
に
て
候
。
は
や
は
や
立
た
せ
お
は
し
ま
せ
。

ツ
レ　
【
ツ
レ
、
押
さ
れ
苦
し
む
態
で
上
体
に
て
ク
モ
リ
。
次
の
ツ
レ
の
謠
で
シ
テ

は
幕
か
ら
出
て
姿
を
見
せ
る
】
い
や
立
た
ん
と
す
れ
ば
磐
石
に
押
さ
れ
て
。
さ
ら
に

立
つ
べ
き
や
う
も
な
し
。【
ワ
キ
は
立
っ
て
地
謡
前
に
下
居
】

　
〈（
一
セ
イ
）〉

地
謠　

報
ひ
は
常
の
世
の
な
ら
ひ
。【
シ
テ
、
常
の
扮
装
。
た
だ
し
右
肩
脱
ぐ
。
打

杖
を
右
手
に
持
っ
た
ま
ま
カ
ツ
ギ
を
か
づ
い
て
腰
低
く
出
、
一
ノ
松
に
立
つ
。﹇
出

端
﹈
は
省
き
、
間
を
見
計
ら
い
つ
つ
出
る
】

　
〈
サ
シ
〉

シ
テ　

吉
野
川
岩
切
り
通
し
行
く
水
の
。
音
に
は
立
て
じ
戀
ひ
死
に
し
。
一
念
無
量

の
鬼
と
な
る
も
。
た
ゞ
よ
し
な
や
な
【
こ
こ
で
カ
ツ
ギ
を
後
ろ
に
脱
ぎ
捨
て
、
左
手



28

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
十
九
号　

二
〇
一
一
年

で
カ
シ
ラ
を
取
り
ツ
レ
を
見
込
む
】
誠
な
き
。

　
〈
一
セ
イ
〉

シ
テ　

言
寄
せ
妻
の
空
頼
め
。

地
謠　
【
地
謡
の
間
に
舞
台
に
入
り
常
座
に
立
つ
】
げ
に
も
よ
し
な
き
。
心
か
な
。

　
〈（
ク
ド
キ
）〉

シ
テ　

浮
寝
の
み
。
三
世
の
契
り
の
滿
ち
て
こ
そ
。
石
の
上
に
も
坐
す
と
い
ふ
に
。

わ
れ
は
よ
し
な
や
逢
ひ
難
き
。
巖
の
重
荷
持
た
る
ゝ
も
の
か
【
ツ
レ
に
キ
ッ
と
面
を

キ
リ
、
打
杖
で
強
く
胸
ザ
シ
、
ヒ
ラ
ク
】。
あ
ら
。【
強
く
右
拍
子
ひ
と
つ
踏
む
】
怨

め
し
や
。【
シ
オ
リ
は
し
な
い
。
ツ
レ
を
深
く
見
込
む
】

　
〈（
ワ
カ
）〉

シ
テ　

葛
の
葉
の
。

　
　
﹇
立
廻
リ
﹈

　
【
序
付
キ
。
太
鼓
カ
シ
ラ
二
つ
の
間
に
常
座
に
ク
ツ
ロ
ギ
、
打
杖
を
後
見
に
渡
す

か
腰
に
挿
し
て
も
ら
い
、
鹿
背
杖
を
取
り
、
常
座
に
出
て
ツ
レ
を
見
込
む
。
太
鼓
カ

シ
ラ
三
ツ
目
に
合
わ
せ
て
杖
を
強
く
突
く
と
、
そ
れ
に
引
か
れ
る
よ
う
に
ツ
レ
は
蹌

踉
と
し
て
立
ち
上
が
る
。
以
下
、
ツ
レ
は
﹇
立
廻
リ
﹈
の
間
は
痩
女
ノ
足
を
遣
う
。

右
ウ
ケ
角
に
行
き
、
左
に
ト
リ
回
り
込
み
、
重
荷
に
ぶ
つ
か
ら
ぬ
よ
う
注
意
し
つ
つ

橋
掛
リ
一
ノ
松
に
行
く
。
シ
テ
は
杖
を
突
き
つ
つ
こ
れ
を
追
う
よ
う
に
進
む
。
但
し
、

鹿
背
杖
で
ツ
レ
を
打
つ
こ
と
は
せ
ず
、
執
拗
な
ハ
コ
ビ
と
注
視
で
こ
れ
に
代
え
る
。

一
ノ
松
に
ツ
レ
が
止
ま
り
、
シ
テ
が
そ
の
背
後
に
回
り
込
む
見
当
で
太
鼓
高
キ
ザ
ミ

と
な
り
、
こ
れ
に
つ
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
ツ
レ
は
正
面
欄
干
際
に
ツ
メ
、
重
き
に
悩

む
心
で
下
に
居
、
シ
テ
は
そ
の
背
後
に
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
ツ
メ
、
両
手
で
鹿
背
杖
を

持
ち
上
げ
ツ
レ
を
見
下
ろ
し
キ
マ
リ
、
ツ
レ
は
シ
オ
ル
。
こ
こ
で
段
ト
ル
。
シ
テ
は

ふ
り
か
ぶ
っ
た
杖
を
下
ろ
し
つ
つ
一
ノ
松
と
二
ノ
松
の
間
の
柱
あ
た
り
ま
で
後
退
、

ツ
レ
に
向
き
、
太
鼓
カ
シ
ラ
で
杖
を
強
く
突
く
と
キ
ザ
ミ
に
な
り
ツ
レ
立
ち
上
が
り
、

再
び
痩
女
ノ
足
で
舞
台
に
入
る
を
、
シ
テ
は
追
い
立
て
る
よ
う
に
杖
突
き
つ
つ
ハ
コ

ブ
。
ツ
レ
は
正
中
や
や
下
見
当
（
重
荷
と
適
度
に
距
離
を
取
る
）
に
ク
モ
リ
つ
つ
立

つ
。
シ
テ
は
横
板
に
入
る
時
に
後
見
に
鹿
背
杖
を
渡
し
て
素
手
と
な
り
、
常
座
に
立

つ
と
左
袖
を
大
き
く
返
し
、
ツ
レ
を
半
身
で
見
込
み
、
左
足
拍
子
を
強
く
踏
む
と
そ

れ
を
合
図
に
ツ
レ
は
下
居
、﹇
立
廻
リ
﹈
ト
メ
】

　
〈
□
〉

シ
テ　

玉
襷
。【
袖
直
し
正
面
に
向
き
つ
つ
】
畝
傍
の
山
の
山
守
も
。

地
謠　

さ
の
み
重
荷
は
。【
ジ
リ
ジ
リ
と
重
荷
に
向
き
】
持
た
れ
ば
こ
そ
。【
重
荷
に

向
か
い
進
む
】

シ
テ　

重
荷
と
い
ふ
も
。【
重
荷
と
ツ
レ
と
の
間
に
入
り
込
み
正
面
を
向
き
、
膝
を

突
い
て
重
荷
に
右
手
を
掛
け
立
ち
、
軽
々
と
持
ち
上
げ
る
】

　
〈
ノ
リ
地
〉

シ
テ　

思
ひ
な
り
。【
右
片
手
に
重
荷
を
提
げ
た
ま
ま
ツ
レ
の
背
後
に
回
り
込
む
】

地
謠　

淺
間
の
煙
。
あ
さ
ま
し
の
身
や
。
衆
合
地
獄
の
。【
ツ
レ
の
背
後
に
回
り
込

み
正
面
を
向
く
と
重
荷
を
両
手
に
持
ち
、
一
度
持
ち
上
げ
て
か
ら
改
め
て
ツ
レ
の
肩

に
グ
イ
ー
ッ
と
押
し
付
け
る
】
重
き
苦
し
み
。【
シ
テ
は
ツ
レ
を
大
き
く
見
下
ろ
す
。

重
荷
に
圧
さ
れ
て
ツ
レ
は
ガ
ッ
タ
リ
と
安
座
、
上
体
深
く
ク
モ
リ
、
モ
ロ
ジ
オ
リ
】

さ
て
懲
り
給
へ
や
懲
り
給
へ
。【
太
鼓
打
ち
上
げ
ま
で
こ
の
態
勢
を
保
つ
】

　
〈
上
歌
〉

地
謠　

思
ひ
の
煙
立
ち
別
れ
。【﹇
打
切
﹈
で
シ
テ
は
常
座
に
ク
ツ
ロ
グ
。
シ
テ
が
背

後
を
離
れ
る
と
ツ
レ
は
安
座
を
解
き
下
居
と
な
る
。
た
だ
し
、
ま
だ
重
き
に
押
さ
れ

て
い
る
心
で
あ
る
か
ら
、
上
体
は
硬
く
ク
モ
リ
が
ち
に
。
後
見
は
重
荷
を
シ
テ
か
ら

受
け
取
り
元
の
位
置
に
据
え
直
す
。
こ
の
後
見
は
冒
頭
に
重
荷
を
持
ち
出
し
た
と
同

じ
後
見
が
、
同
じ
間
と
足
取
り
で
置
き
直
す
。
シ
テ
は
打
杖
を
右
手
に
持
ち
正
面
に

向
く
】
思
ひ
の
煙
立
ち
別
れ
。
稻
葉
の
山
風
吹
き
亂
れ
【
サ
シ
ワ
ケ
】。
戀
路
の
闇
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能
〈
戀
重
荷
〉
の
再
構
成
・
再
演
出
に
つ
い
て　
　
　

村
上　

湛
（
田
村
良
平
）

に
迷
ふ
と
も
【
ツ
レ
に
向
き
胸
ザ
シ
】。
跡
弔
は
ゞ
【
ツ
レ
に
向
き
ツ
メ
足
】
そ
の

怨
み
は
【
ツ
レ
を
見
据
え
】。
霜
か
雪
か
【
気
を
変
え
て
右
に
ト
リ
橋
掛
リ
に
行
き
】

霰
か
。
終
に
は
跡
も
消
え
ぬ
べ
し
や
。【
一
ノ
松
に
立
ち
】
こ
れ
ま
で
ぞ
姫
小
松
の
。

【
左
袖
を
カ
ヅ
キ
、
ツ
レ
を
見
込
み
】
葉
守
の
神
と
な
り
て
【「
神
と
●
な
り
て
」
で

右
拍
子
一
つ
踏
み
（
あ
ま
り
強
く
な
い
よ
う
に
）、
こ
れ
を
合
図
に
ツ
レ
は
呪
縛
が

解
け
た
よ
う
に
何
事
も
な
く
立
ち
上
が
る
。
こ
こ
の
ツ
レ
は
何
ら
特
定
の
表
情
も
出

な
い
よ
う
注
意
。】
千
代
の
影
を
守
ら
ん
や
千
代
の
影
を
も
守
ら
ん
。

　
【
シ
テ
は
左
袖
を
カ
ヅ
イ
た
ま
ま
凝
然
と
し
て
立
ち
続
け
、
地
謡
切
れ
て
か
ら
袖

を
直
し
、
幕
に
入
る
】

 

以　

上




